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新藤崎町誕生10周年記念式典・記念祭
おめでとう10年　
　　　　　ありがとう10年　
　　　　　　　　　　みんなで創ろう　藤崎町

　

平
成

　

平
成
1717
年
３
月

年
３
月
2828
日
に
旧
藤
崎
町
と

日
に
旧
藤
崎
町
と

旧
常
盤
村
が
合
併
し
て
「
新
藤
崎
町
」

旧
常
盤
村
が
合
併
し
て
「
新
藤
崎
町
」

が
誕
生
し
、
今
年
の
３
月

が
誕
生
し
、
今
年
の
３
月
2828
日
に
誕
生

日
に
誕
生

1010
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

町
は
こ
の
間
、
地
方
分
権
の
受
け
皿

　

町
は
こ
の
間
、
地
方
分
権
の
受
け
皿

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
行
財
政
基
盤
の
確

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
行
財
政
基
盤
の
確

立
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

立
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の

　

こ
の
1010
年
を
節
目
と
し
、
町
民
の
皆

年
を
節
目
と
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返

さ
ん
と
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
築
き
上
げ
て
き
た
も
の

る
と
と
も
に
、
築
き
上
げ
て
き
た
も
の

を
さ
ら
に
堅
固
に
し
、
町
民
の
一
体
感

を
さ
ら
に
堅
固
に
し
、
町
民
の
一
体
感

の
さ
ら
な
る
醸
成
を
図
る
た
め
、
４
月

の
さ
ら
な
る
醸
成
を
図
る
た
め
、
４
月

2929
日日((
水
・
昭
和
の
日

水
・
昭
和
の
日))

に
「
新
藤
崎
町

に
「
新
藤
崎
町

誕
生
誕
生
1010
周
年
記
念
式
典
・
記
念
祭
」

周
年
記
念
式
典
・
記
念
祭
」

を
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

を
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。
た
。

　

当
日
は
約
６
０
０
人
の
方
が
参
加

　

当
日
は
約
６
０
０
人
の
方
が
参
加

し
、
午
前

し
、
午
前
1010
時
か
ら
の
記
念
式
典
で

時
か
ら
の
記
念
式
典
で

は
、
国
歌
斉
唱
の
後
に
藤
崎
中
学
校

は
、
国
歌
斉
唱
の
後
に
藤
崎
中
学
校

生
徒
代
表
の
福
田
翔
さ
ん
と
明
徳
中

生
徒
代
表
の
福
田
翔
さ
ん
と
明
徳
中

学
校
生
徒
代
表
の
山
田
小
雪
さ
ん
に

学
校
生
徒
代
表
の
山
田
小
雪
さ
ん
に

よ
り
、
町
民
憲
章
が
唱
和
さ
れ
ま
し

よ
り
、
町
民
憲
章
が
唱
和
さ
れ
ま
し

た
。
た
。((

表
紙
写
真

表
紙
写
真))

　

ま
た
、
名
誉
町
民
称
号
と
感
謝
状

　

ま
た
、
名
誉
町
民
称
号
と
感
謝
状

の
贈
呈
も
行
わ
れ
、
医
療
の
分
野
で

の
贈
呈
も
行
わ
れ
、
医
療
の
分
野
で

大
き
な
功
績
の
あ
っ
た
吉
田
豊
氏
と
、

大
き
な
功
績
の
あ
っ
た
吉
田
豊
氏
と
、

政
治
の
分
野
か
ら
町
の
発
展
に
大
き

政
治
の
分
野
か
ら
町
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
し
た
木
村
守
男
氏
に
名
誉
町

く
貢
献
し
た
木
村
守
男
氏
に
名
誉
町

民
称
号
が
、
前
常
盤
村
長
の
石
澤
善

民
称
号
が
、
前
常
盤
村
長
の
石
澤
善

成
氏
と
、
永
年
町
民
の
健
康
福
祉
の

成
氏
と
、
永
年
町
民
の
健
康
福
祉
の

増
進
に
寄
与
し
て
こ
ら
れ
た
永
山
隆

増
進
に
寄
与
し
て
こ
ら
れ
た
永
山
隆

造
氏
に
感
謝
状
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
さ

造
氏
に
感
謝
状
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
新
藤
崎
町
誕
生

　

そ
し
て
、
新
藤
崎
町
誕
生
1010
周
年
周
年

を
記
念
し
て
３
月
に
制
定
さ
れ
た
町

を
記
念
し
て
３
月
に
制
定
さ
れ
た
町

の
「
花
・
木
・
鳥
」
の
発
表
や
、

の
「
花
・
木
・
鳥
」
の
発
表
や
、
1010

年
間
の
記
念
映
像
を
上
映
し
、
記
念

年
間
の
記
念
映
像
を
上
映
し
、
記
念

式
典
は
大
成
功
の
う
ち
に
幕
を
下
ろ

式
典
は
大
成
功
の
う
ち
に
幕
を
下
ろ

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　　

1010
周
年
記
念
式
典
・
記
念
祭
に
先
立

周
年
記
念
式
典
・
記
念
祭
に
先
立

ち
、
「
藤
崎
町
・
田
野
畑
村
友
好
都
市

ち
、
「
藤
崎
町
・
田
野
畑
村
友
好
都
市

提
携
協
定
書
調
印
式
」
が
行
わ
れ
、
藤

提
携
協
定
書
調
印
式
」
が
行
わ
れ
、
藤

崎
町
長
、
岩
手
県
田
野
畑
村
長
、
両
議

崎
町
長
、
岩
手
県
田
野
畑
村
長
、
両
議

会
の
議
長
の
調
印
に
よ
り
、
正
式
に
友

会
の
議
長
の
調
印
に
よ
り
、
正
式
に
友

好
都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

好
都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

　

田
野
畑
村
と
は
東
日
本
大
震
災
が
発

　

田
野
畑
村
と
は
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
た
際
、
藤
崎
町
と
田
野
畑
村
の
当

生
し
た
際
、
藤
崎
町
と
田
野
畑
村
の
当

時
の
教
育
長
が
互
い
に
連
絡
を
取
り
合

時
の
教
育
長
が
互
い
に
連
絡
を
取
り
合

う
仲
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
田
野
畑
村

う
仲
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
田
野
畑
村

の
子
ど
も
達
の
精
神
的
な
不
安
を
解
消

の
子
ど
も
達
の
精
神
的
な
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
藤
崎
町
に
子
ど
も
達
を
招

す
る
た
め
、
藤
崎
町
に
子
ど
も
達
を
招

待
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
交
流
が
始

待
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
交
流
が
始

ま
り
、
毎
年
子
ど
も
達
の
交
流
が
続
い

ま
り
、
毎
年
子
ど
も
達
の
交
流
が
続
い

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ふ
じ
さ
き
秋
ま
つ
り
」

　

ま
た
、「
ふ
じ
さ
き
秋
ま
つ
り
」

な
ど
町
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
田
野
畑
村

な
ど
町
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
田
野
畑
村

の
出
店
や
田
野
畑
村
で
行
わ
れ
て
い

の
出
店
や
田
野
畑
村
で
行
わ
れ
て
い

た
復
興
記
念
祭
へ
の
参
加
、
藤
崎
町

た
復
興
記
念
祭
へ
の
参
加
、
藤
崎
町

職
員
の
田
野
畑
村
へ
の
派
遣
な
ど
を

職
員
の
田
野
畑
村
へ
の
派
遣
な
ど
を

通
し
て
、
年
々
そ
の
交
流
を
深
め
て

通
し
て
、
年
々
そ
の
交
流
を
深
め
て

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
印
式
を
受
け
て
田
野
畑

　

今
回
の
調
印
式
を
受
け
て
田
野
畑

村
の
石
原
弘
村
長
は
、
「
こ
の
調
印

村
の
石
原
弘
村
長
は
、
「
こ
の
調
印

を
機
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
協
力
関

を
機
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
協
力
関

係
を
築
い
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

係
を
築
い
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
に
続
い
て
行
わ
れ
た
記
念

　

記
念
式
典
に
続
い
て
行
わ
れ
た
記
念

祭
で
は
、
昭
和
の
頃
の
旧
藤
崎
町
、
旧

祭
で
は
、
昭
和
の
頃
の
旧
藤
崎
町
、
旧

常
盤
村
の
空
か
ら
の
映
像
や
合
併
の
年

常
盤
村
の
空
か
ら
の
映
像
や
合
併
の
年

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
達
に
よ
る
人
文
字

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
達
に
よ
る
人
文
字

作
成
の
映
像
が
上
映
さ
れ
、
会
場
は
和

作
成
の
映
像
が
上
映
さ
れ
、
会
場
は
和

や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
ふ
じ
り
ん
ご
ふ
る
さ
と
応

　

ま
た
、
「
ふ
じ
り
ん
ご
ふ
る
さ
と
応

援
大
使
」
の
梅
沢
富
美
男
氏
が
当
町
の

援
大
使
」
の
梅
沢
富
美
男
氏
が
当
町
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ふ
じ
丸

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ふ
じ
丸

く
ん
」
「
ジ
ャ
ン
坊
く
ん
」
と
と
も
に

く
ん
」
「
ジ
ャ
ン
坊
く
ん
」
と
と
も
に

お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
り
、
藤
崎
中
学

お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
り
、
藤
崎
中
学

校
、
明
徳
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
合

校
、
明
徳
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
合

同
演
奏
が
行
わ
れ
た
り
、
昨
年
完
成
し

同
演
奏
が
行
わ
れ
た
り
、
昨
年
完
成
し

た
「
新
・
藤
崎
音
頭
」
の
流
し
踊
り
が

た
「
新
・
藤
崎
音
頭
」
の
流
し
踊
り
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
記
念
祭
は
大
い
に
盛

行
わ
れ
る
な
ど
、
記
念
祭
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

り
上
が
り
ま
し
た
。

吉田　豊氏

石澤　善成氏

木村　守男氏

永山　隆造氏

生まれた絆を大切に！ 藤崎町・田野畑村
友好都市協定締結
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Town Topics

場所：常盤生涯学習文化会館

　野呂廣志人権擁護委員が、委員の任期が満了し、平成

27年４月１日付けをもって退職となりました。野呂委員
は、多年にわたり人権擁護委員として国民の人権擁護と

人権思想の普及高揚に貢献された功績により、このたび、

法務大臣から感謝状が贈呈されました。

人権思想の普及に尽力４
20

　県中弘地区消防協会定期観閲式が行われ、弘前市役

所周辺で機械点検や放水訓練などを行った後、弘前公

園内にて、まとい振りやはしご乗りの演技などを披露

し、その見事な演技に観客からは盛んに拍手が送られ

ていました。

場所：弘前公園周辺
日頃の訓練の成果を披露５

５

場所：常盤小学校

　常盤小学校内に建立した「常盤村記念碑」の協賛金の

残額を、記念碑建立発起人代表の石澤善成さんが常盤

小学校に寄附しました。安藤校長先生は「ありがたい。

まだ終わっていない校舎内の環境整備に使いたい」と話

していました。

将来を担う子ども達のために５
７ 

　「第20回国際交流凧フェスタin ふじ崎2015」が行「第20回国際交流凧フェスタin ふじ崎2015」が行

われ、チャリティーで販売された凧や合併10周年を記われ、チャリティーで販売された凧や合併10周年を記

念して制作した凧など、様々な凧が大空に舞い上がり、念して制作した凧など、様々な凧が大空に舞い上がり、

大勢の人を楽しませていました。大勢の人を楽しませていました。

場所：ライフコート平川
平和への思いを空へ４

26

場所：舟場交差点

　春の交通安全街頭指導が行われ、街頭で交通事故防

止やシートベルトの着用などを呼びかけました。ま

た、通学している子ども達にも声をかけ、交通安全を

呼びかけていました。

交通事故ゼロを目指して５
11

NO 分野 講座名 内容 開催月日 回数 時間 会場 講　　　師

１ 歴
史
、
文
化

弘前城お引越し
見学ツアー　
～わかりやすい解説付～

10 0年ぶりの石垣工事！
今しか見ることのできない
歴史的瞬間を見学しませんか。

９月中旬 １ 5 弘前
青森県文化財保護
審議会会長　
今井　二三夫

２
大 人 の 社 会 科 見 学
～田舎館・黒石編～

田んぼアート、刀鍛冶作業場、
こみせ通りの酒蔵などを見学。
歴史と文化を感じませんか。

７月14日(火) 1 5
田舎館
黒石

刀匠
中畑　國廣
こみせボランティア
ガイド

３

健　

康

はじめての
ノルディックウォーキング
～２本のポールで歩く～

高齢者、足腰に自信のない
方など、どなたでも無理な
く参加できる運動です。

10月7日(水) １ ２ 藤崎 スポーツプラザ藤崎

４ 簡単でたのしいレクダンス
誰でも簡単にできるレクリエ
ーションダンスを楽しもう。

1月13日(水) １ ２ 藤崎
常盤レクダンス講師
蝦名　昭逸

５
誰でも手軽に健康づくり
スポーツ吹矢

健康効果の秘訣は腹式呼吸
をベースにした呼吸方法

7月23日(木) 1 2 藤崎 スポーツプラザ藤崎

６

趣　

味

園芸講座
～クリスマスリース～

藤つるを使って素敵なクリ
スマスリースを作ります♪

11月28日(土) １ 3 常盤
藤崎造園(樹木医)
兵藤　勝幸

７ はじめての 川 柳
気軽に川柳を楽しんでみま
せんか。初心者でも楽しく
簡単に始められます。

８月25日(火) 1 2 常盤
川柳作家　
高瀬　霜石

８
エコクラフトテープ
～紙バンド手芸～

クラフトテープで自分だけ
のバックを作りませんか。

12月11日(金) 1 4 常盤
青森県環境マイスター
成田　繁子

９
レザークラフト
～ステキな革小物づくり～

革を使ってブローチまたは
キーケースを作ります。

9月24日(木) １ ３ 藤崎 佐野　テチ

10 籐工芸～籐工芸を楽しむ～
「資料館あすか」において作品
を展示します。鑑賞しながら
小物作りに挑戦しませんか。

11月上旬 1 4 常盤

日本バスケタリー

作家協会会員

工藤　ぬい　と

籐の仲間たち

11

講　

演

終活
～憂いをなくし

楽しく生きる～

人生を最後まで輝いて楽し
く生きるためのヒントが講
師の体験談にたくさん詰ま
っています。

6月24日(水) １ 2 藤崎
青森県民カレッジ
中南学友会会員
花田　輝明

12
知って得するお金のはなし
①わかりやすい
　相続・贈与の基礎知識

H２７年度から相続税が変わり
ます！もしもの時にあわてない
ように今から備えましょう。

10月31日(土) １ 2 藤崎
日本ファイナンシャル
プランナー青森支部

13
知って得するお金のはなし
②自分のお金を考える
　～セカンドライフプラン～

自分の暮らしに必要なお金
のことをきちんと知って明
るい老後を楽しもう。

12月4日(金) １ 2 常盤

日本ファイナンシャル
プランナー青森支部
藤崎町地域包括
支援センター

平成２７年度藤崎いきいき生活大学開催講座

※講師の都合等により変更となる場合もございますので御了承ください。

  なお、各講座の詳しい募集要項等については広報ふれあいライフでお知らせします。
　首都圏在住の「ふるさと藤崎会」から藤の花が寄贈

され、その植樹が行われました。会長の川越啓一さん

は「藤崎町で藤の花を見かけることがなく残念に思っ

ていたので、今回植樹することができてよかった」と

話していました。

場所：藤崎町役場
ふるさとへの思いを込めて４

30

■お問合せ　生涯学習課・常盤公民館（常盤生涯学習文化会館内）65－3100　FAX65－3128
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まち・ひと・しごと創生(地方創生)とは
地方創生推進室からのお知らせ

　最近、新聞報道等で「まち・ひと・しごと創生（地方創生）」のキーワードを目にする機会が多くなりました。

これは、日本の人口が2008年の1億2,808万人をピークに急速に減り始め、2060年には8,674万人まで減少するこ

とが国の推計で示され(表１)、人口減少による消費・経済力の低下が、日本の社会に大きな重荷になることが考え

られることから、国では2060年に1億人程度の人口を確保することを目標に、人口減少克服と地方創生をあわせ

て行い、東京一極集中を是正し、将来にわたって活力ある日本社会を維持することを目指しているものです。

　しかしながら、人口減少問題は地域によって状況や原因が異なることから、地域特性に応じた処方せんが必要

となります。地域資源を活用し、地方が自らのアイデアで「まち」・「ひと」・「しごと」を創生し、新たな好

循環を創り出すことが、これからの地方の役割と言えます（図１）。

◆このような状況から国では、次の基本目標を掲げて、地方創生を推進しています。

①地方における安定した雇用を創出する

●東京圏への若者の人口移動は、地方との経済
雇用情勢の格差が影響しているため、地方に若

者向けの雇用を創出

② 地 方 へ の 新 し い ひ と の 流 れ を つ く る

●東京一極集中を是正するため、地方移住、
企業の地方拠点化、地元学生の定着等を促進

③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

●若い世代の経済的安定、結婚・妊娠・出産・
子育ての各段階に対応した総合的な少子化対策

等を推進

④時代にあった地域をつくり、安全なくら

しを守るとともに、地域と地域を連携する

●地域における交通ネットワークの形成、住民
主体の地域防災の充実等を推進

◆また、町では地方創生を先行して実現する施策として、次の事業を展開します。

　１人口ビジョン総合戦略策定事業・・・・・将来に夢を描けるような「しごと」づくりや定住施策等を進する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ため、人口の将来展望を示す「人口ビジョン」および少子化施策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を柱とする「総合戦略」を策定します。

　２観光人材育成プロモーション事業・・・・観光客のニーズに対応した、きめ細やかな観光サービスを提供

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　できる人材を育成するため、町民を対象に「ふじさき検定」等を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催し、観光ウェブサイトを構築します。

　３地域生活交通ネットワーク再構築事業・・少子高齢化による地域生活交通に対するニーズの変化に対応する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ため、町巡回バスの利用状況調査等を行い、地域生活交通ネット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワークを再構築し、利便性の向上を図ります。

　４子育てサポート事業・・・・・・・・・・町の子育て支援に協賛する店舗等のネットワークを構築し、地域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会全体で子育て世帯の支援を推進するとともに、子育て支援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制度等を一元管理できる子育てガイドブックを製作します。

　５農業６次産業化及び農産物・・・・・・・農業６次産業化による「しごと」づくりを推進するとともに、農産物

　　販路拡大推進事業　　　　　　　　　　　の販路拡大等に取り組むなど、地域産業の競争力を強化します。

平成２７年度　町の地方創生に関する取り組み

　

県
で
は
、
６
月
上
旬
に
自
動
車
税

の
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
お
早
め
に
、
お
近
く
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
金
融
機
関
ま
た

は
県
税
部
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

◆
納
め
る
人　

県
内
に
主
た
る
定
置
場
が
あ
る
自

動
車
の
４
月
１
日
現
在
に
お
け
る

自
動
車
登
録
上
の
所
有
者

(

割
賦
販
売
な
ど
で
自
動
車
販
売

店
が
所
有
権
を
留
保
し
て
い
る
場

合
は
、
自
動
車
の
使
用
者)

◆
主
な
納
付
場
所

○
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

○
県
内
の
銀
行
・
信
用
金
庫
・
農
協

　

等
の
本
支
店

○
東
北
地
方
の
郵
便
局

※
納
期
限
を
経
過
し
た
と
き
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
取
扱
い

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
の
申
込
み
を
さ
れ
た
方

は
、
納
期
限
の
日
が
振
替
日
で
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
専
用
サ

イ
ト
「Y

a
h
o
o
!

公
金
支
払
い
」

(http://ko
ukin.yaho

o
.co
.jp/)

か
ら
、

納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
納
付
番
号
」
、
「
確
認
番
号
」

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
番
号
な

ど
を
入
力
し
て
手
続
き
を
す
る
こ

と
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
自

動
車
税
を
納
付
で
き
ま
す
。(

手
数

料
３
２
４
円
が
か
か
り
ま
す
。)

◆
納
期
限　

６
月
30
日(

火)　

◆
そ
の
他　

○
納
税
通
知
書
に
は
納
付
後
に
納
税

証
明
書
と
な
る
用
紙
が
添
付
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
動
車
の
継
続
検
査

(

車
検)

の
際
に
使
用
で
き
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
滅
失
ま
た

は
損
壊
し
た
自
動
車
の
代
替
取
得

自
動
車
に
つ
い
て
、
自
動
車
取
得

税
・
自
動
車
税
が
非
課
税
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
合
せ

　

中
南
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
管
理
課

　

 

32
ー
４
３
４
１(

直
通)

自
動
車
税
の
納
付
は
お
早
め
に

忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

■お問合せ　地方創生推進室(内線2271、2272)

図１

表１
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農地の借受希望者の募集と、農地の貸付希望者の受付を開始します
農地中間管理事業で有利に規模拡大を

　公益社団法人あおもり農林業支援センターでは、農地中間管理機構の指定を受け、農地中間管理事業を実施し

ています。

　この事業は、経営規模の縮小を考えている出し手農家から機構(支援センター)が農地を借り入れ、規模拡大を目

指す受け手農家に、まとまった農地を貸し付けるものです。

　受け手は事前に応募が必要で、機構(支援センター)のホームページに情報が掲載されているほか、町農政課の窓口に

も応募用紙を用意しております。応募は、５月末および10月末に取りまとめて翌月に公表することとしております。

　また、農地を機構(支援センター)に貸したい方(出し手)についても受け付けておりますので、お問い合わせください。

　今年度から、すでに結ばれた農作業受委託を賃貸借に切り替える場合は、受託していた受け手を優先できるよ

うになりました。

◆農地中間管理事業のメリット

【農地を貸す方】

　① 契約期間が終われば農地は確実に戻ります。

　② 機構が賃借料を支払いますので、安心・確実で、手間がかかりません。

　③ 「特例付加年金」を受給できます。

　④ 次の要件を満たせば、「機構集積協力金」が支給されます。

※このほか、機構を利用して集積を進めた地域に交付される地域集積協力金もあります。

【農地を借りる方】

　① 毎年の賃借料の払い込みは、口座から自動振替になり、手間がかかりません。

　② 地主が複数いても、機構と契約するだけで済みます。

　② 機構からまとまった農地を借り受けることで、農作業の効率化が可能です。

※農地中間管理事業の要件など詳細については、町農政課、機構(支援センター)または中南地域担当までご相談ください。

■お問合せ　公益社団法人あおもり農林業支援センター017－773－3131

　　　　　　中南地域担当090－1490－1317　農政課農政係(内線2245)

対象

・経営転換する農業者

・リタイヤする農業者

・農地の相続人

交付要件

経営している全農地(10a未満の自作地
および機構が借り受けなかった自作地

を除く)を10年以上機構に貸し付け、か
つ機構から受け手に転貸されること

交付単価(機構への貸付面積による)
0.5ha未満 30万円/戸
0.5ha～2.0ha以下 50万円/戸
2.0ha超 70万円/戸

経営転換協力金

対象

次の対象農地を耕作する農業者

①機構が借り受けている農地に隣接する農地

②受け手の経営農地に隣接する農地

③農作業に支障のない連続した農地

交付要件

対象農地を10年以上機構に貸し付け、機構から
受け手に転貸されること

交付単価(機構への貸付面積による)
平成26～27年度 ２万円/10a
平成28～29年度 １万円/10a
平成30年度 0.5万円/10a

耕作者集積協力金

税
務
職
員
採
用
試
験

(

高
校
卒
業
程
度)

の
お
知
ら
せ

仙
台
国
税
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員
に
、

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

◆
受
験
申
込
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

６
月
22
日(

月)

〜
７
月
１
日(

水)

○
郵
送
ま
た
は
持
参

　

６
月
22
日(

月)

〜
６
月
24
日(

水)

◆
受
験
申
込
方
法

　

受
験
申
込
は
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
込
と
す
る
。

　

郵
送
ま
た
は
持
参
用
受
験
申
込
書

の
請
求
は
最
寄
り
の
税
務
署
、
仙

台
国
税
局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人

事
院
東
北
事
務
局
へ
行
う
。

◆
第
１
次
試
験
日　

９
月
６
日(

日)

【
お
問
合
せ
】

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　

試
験
研
修
係

　


０
２
２
ー
２
６
３
ー
１
１
１
１

　

(

内
線
３
２
３
６)

　

人
事
院
東
北
事
務
局

　


０
２
２
ー
２
２
１
ー
２
０
２
２

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

農
家
の
皆
さ
ま
へ

◆
農
業
者
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

○
住
所
・
振
込
先
の
変
更
手
続
き
に

　

引
越
し
な
ど
に
よ
り
住
所
を
変
更

し
た
場
合
や
、
農
業
者
年
金
の
振
込

先
を
変
更
し
た
い
場
合
は
、
最
寄
り

の
農
協(

Ｊ
Ａ)

で
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

○
農
業
者
年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た

　

場
合
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

農
業
者
年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た

場
合
、
遺
族
が
速
や
か
に(

10
日
以

内)

最
寄
り
の
農
協(

Ｊ
Ａ)

に
て
手
続

き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

農
業
者
年
金
は
死
亡
し
た
日
の
属
す

る
月
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
農

業
者
年
金
の
未
支
給
分
を
遺
族
が
請

求
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最

寄
り
の
農
協(

Ｊ
Ａ)

ま
た
は
農
業
委

員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

○
農
業
に
従
事
す
る
人
は
広
く
加
入

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す

る
60
歳
未
満
の
人(

農
地
を
持
た
な

い
農
業
者
や
家
族
従
事
者
を
含
む)

で
あ
れ
ば
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

○
保
険
料
の
額
は
自
由
に
選
択

　

毎
月
の
保
険
料
は
２
万
円
を
基
本

に
、
最
高
６
万
７
千
円
ま
で
千
円
単

位
で
ご
自
身
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合

わ
せ
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。
ま

た
、
一
度
選
択
し
た
保
険
料
の
増
額

や
減
額
の
見
直
し
も
で
き
ま
す
。

○
保
険
料
に
手
厚
い
国
庫
補
助

(

政
策
支
援)

　

認
定
農
業
者
で
農
業
青
色
申
告
を

し
て
い
る
等
の
一
定
要
件
を
備
え
た

意
欲
の
あ
る
担
い
手
の
方
に
対
し
、

月
額
２
万
円
の
基
本
保
険
料
の
う
ち

１
万
円
、
６
千
円
ま
た
は
４
千
円
が

国
か
ら
補
助
さ
れ
ま
す
。

※
こ
の
場
合
、
保
険
料
は
２
万
円
で

　

固
定
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
は
所
得
税
の
社
会
保
険
料

　

控
除
の
対
象

　

農
業
者
年
金
の
保
険
料
は
、
全
額
所

得
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、
受
け
取
る
年
金
に
つ
い
て
も
公
的

年
金
等
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
積
み
立
て
ら
れ
た
保
険
料

を
農
業
者
年
金
基
金
で
運
用
し
た
場

合
の
運
用
益
も
非
課
税
で
す
。(

個
人

で
運
用
し
た
場
合
は
課
税
さ
れ
ま
す)

○
80
歳
ま
で
の
保
証
が
付
い
た
終
身
年
金

　

年
金
は
亡
く
な
る
ま
で
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
し
仮
に
加
入

者
や
受
給
者
が
80
歳
に
な
る
前
に
亡

く
な
っ
た
場
合
で
も
、
死
亡
し
た
翌

月
か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け
取
る
は
ず

の
年
金
の
現
在
価
値
相
当
額
を
、
死

亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
の
方
が
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
脱
退
・
加
入
は
自
由

　

加
入
者
は
い
つ
で
も
申
し
出
を
す

る
こ
と
に
よ
り
脱
退
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
い
つ
で
も
加
入
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
加
入
で
き
る
期
間
は
60
歳
に
な
る

　

前
の
月
ま
で
で
す
。

　

た
だ
し
、
脱
退
し
た
場
合
、
脱
退

一
時
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
納
付

し
た
分
に
つ
い
て
は
将
来
、
農
業
者

老
齢
年
金
と
し
て
受
給
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

○
確
定
拠
出
型
で
長
期
に
安
定
し
た
制
度

　

将
来
の
年
金
受
給
に
必
要
な
原
資

を
あ
ら
か
じ
め
自
分
で
積
み
立
て
、

運
用
実
績
に
よ
り
受
給
額
が
決
ま
る

確
定
拠
出
型
年
金
で
す
。
加
入
者
や

受
給
者
の
数
に
影
響
さ
れ
な
い
安
定

し
た
年
金
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
農
業
者
年
金
の
加
入
に
つ
い
て
の

お
問
合
せ
は
、
農
業
委
員
会
や
最

寄
り
の
農
協(

Ｊ
Ａ)

お
よ
び
農
業

委
員
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◆
農
業
者
年
金
受
給
者
現
況
届
を

　

忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

　

現
況
届
は
、
引
き
続
き
農
業
者
年

金
を
受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
否
か

に
つ
い
て
、
毎
年
１
回
、
受
給
権
者

か
ら
の
届
け
出
に
よ
り
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　

な
お
、
現
況
届
が
期
限
内
に
提
出

さ
れ
な
い
と
き
は
、
11
月
の
支
払
い

か
ら
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
農
業

者
年
金
の
支
払
い
が
差
し
止
め
ら
れ

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
現
況
届
の
用
紙
は
、
５
月
末
日
ま

で
に
農
業
者
年
金
受
給
権
者
の
ご

自
宅
へ
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
現
況
届
の
ほ
か
に
、
農
業
者
年
金

振
込
・
支
払
通
知
書
も
同
封
さ
れ

て
い
ま
す
。

②
現
況
届
の
用
紙
に
、
受
給
権
者
ご

自
身
の
署
名
と
必
要
事
項
を
記
入

(

代
理
人
可)

し
、
６
月
１
日(

月)

か
ら
６
月
30
日(

火)

ま
で
に
農
業

委
員
会
ま
た
は
常
盤
出
張
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
況
届
の
用
紙
を
紛
失
し

た
場
合
は
、
お
問
合
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

　

農
業
委
員
会

　

(

内
線
２
１
４
５
、
２
２
５
１)　

地元だから安心!!　塗り替えは第二のマイホームづくりです。

（有）木  村  塗  装
TOTO    光触媒塗装（光が洗う壁）

旭硝子  フッ素塗装（最高級塗料）登録施工店　認定番号　G0102015

その他にも各種仕上材　お気軽にご相談ください。

藤崎町大字西豊田三丁目２－４

TEL 75－5101  FAX 75－5102

１級技能士　　　　　４名

２級技能士　　　　　１名

２級建築施工技師　　４名

代表取締役　木村　悦穂

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告

弘前市代官町通り
（紀伊國屋書店さん横） TEL.0172 - 3333 - 50165016
※聞こえのご相談、出張サービスも行っております。※聞こえのご相談、出張サービスも行っております。

補聴器センター

【認定補聴器専門店】
公益財団法人テクノエイド協会公益財団法人テクノエイド協会

て　んて　ん し ょ うし ょ う ど　うど　う

のの

てんちゃんてんちゃん

てんてんて
んてんて
んてん
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児童手当「現況届」の提出をお忘れなく
６月分以降の児童手当を受けるには現況届が必要です

　現況届は、毎年６月１日の現況を把握し、６月分以降の手当の受給資格を確認するためのものです。

※提出がない場合は、手当を受給できなくなりますので忘れずに提出してください。

◆現況届に必要な書類等

　① 児童手当現況届(５月下旬に郵送します。)

　② 受給者(児童を養育する者)の健康保険証の写し

　③ 前住所地の平成27年度(平成26年分)所得課税証明書

　　・今年の１月１日時点で藤崎町に住民票がない方のみ必要になります。

　　・証明書は前住所地の市区町村にて発行を受けてください。

◆提出先

　・住民課子育て支援係　・常盤出張所

◆提出期間

　６月１日(月)～６月30日(火)

■お問合せ　住民課子育て支援係(内線2135、2136)

子育て世帯臨時特例給付金の申請について
給付金を受けるためには申請が必要です

◆支給対象者

　平成27年６月分の児童手当(特例給付を除く)を受給される方が対象です。

※特例給付(児童を養育している方の所得が児童手当の所得制限限度額以上の場合に、児童１人当たり月額5,000

　円を支給しているもの)を受給されている方は、対象となりません。

◆対象児童

　支給対象者の平成27年６月分の児童手当の対象となる児童

◆支給額

　対象児童１人につき3,000円

◆基準日

　５月31日(日)

◆申請先(申請は児童手当の現況届の手続とあわせて行います。)

　・住民課子育て支援係　・常盤出張所

◆提出期間

　６月１日(月)～６月30日(火)

◆現況届に必要な書類等

　・申請書(５月下旬に児童手当の現況届とあわせて郵送します。)

　※児童手当の振込口座以外の口座への支給をご希望の方は、本人確認書類および振込先金融機関口座確認書類

　　が必要になります。

　※公務員の方は勤務先から案内があります。

■お問合せ　住民課子育て支援係(内線2135、2136)

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告

常盤診療所
診療時間 月 火 水 木 金 土

午前８時30分～正午 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後２時～午後６時 ○ ○ ○ ○

～禁煙外来・往診・まき爪の治療も行っています～

(日・祝日休診)

　健診でからだからのお便りをチェック！

　良い習慣の積み重ねで健康に。生活を見

直し、健やかな毎日を送りましょう。

　常勤の管理栄養士、健康運動指導士がお

手伝いいたします。どうぞご相談ください。

藤崎町常盤字富田21－６　0172ー65ー2210

※津軽広域連合は、弘前市・黒石市・平川市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田舎館村・西目屋村の８市町村により、要介護認定審査・障
害程度区分判定審査のほか、各種ソフト事業などのさまざまな事務事業を共同で実施する特別地方公共団体です。

開催日 イ ベ ン ト 名 イ　　ベ　　ン　　ト　　内　　容 お 問 合 せ 先

６
月

30日まで 板柳町ふるさとセンター
農業収穫体験 カラフルなミニトマト収穫体験は１人200円。利用可能日や時間はお問合せください

板柳町ふるさとセンター
☎72-1500

20日 第10回古都ひろさき花火の集い 10周年記念大会！悪戸河川敷運動公園にて開催。大輪の花火が初夏の弘前を彩ります 実行委員会事務局(弘前商工会議所内)
☎33-4111

28日 ふじワングランプリ2015 B-1形式で町店舗・団体が考案したふじさきグルメのNO.1を決める食の祭典 藤崎町企画財政課☎75-3111

28日 たけのこマラソン大会 老若男女問わず参加できます。終了後は、たけのこ汁と温泉を楽しめます。
同実行委員会(碇ヶ関公民館内)
☎46-2104

28日 第15回よさこい津軽 今年も土手町通りを会場に開催！躍動感あふれる演舞で魅了します
実行委員会事務局(弘前商工会議所内)
☎33-4111

７
月

19日 クラシックカークラブ青森
ミーティングinこみせ 懐かしい旧車約200台が全国から集合。参加車両による市内パレードが行われます 黒石商店街協同組合☎53-6030

26日 どろリンピック 夏休みの思い出に、親子・友人同士でどろまみれになって楽しみませんか？
田舎館村総合案内所「遊稲の館」
☎58-4689

30日～
8月5日 黒石ねぷた祭り 津軽の夏祭りの先陣を切り、60台以上のねぷたが集合。合同運行は7/30と8/2です 黒石青年会議所☎52-3369

８
月

上旬 藤崎町ねぷた合同運行 藤崎地区、常盤地区それぞれ約10台のねぷたが出陣し、町内を練り歩きます 藤崎町商工会☎75-2370

1・3日 大鰐温泉ねぷたまつり合同運行 町内各団体の扇ねぷたによる合同運行
大鰐温泉観光協会事務局
(大鰐町企画観光課内)☎48-2111

1～７日 弘前ねぷたまつり 武者絵などを題材とした大小約80台のねぷたが、市内を勇壮・華麗に練り歩きます 弘前市観光政策課☎35-1128

2・3日 平川ねぷたまつり 今年も高さ11ｍの「世界一の扇ねぷた」が出陣。華やかな踊りも加わり、夏の風物詩を満喫できます 平川市商工会☎44-3055

4日 第40回田舎館村ねぷた合同運行 各地区の子どもからお年寄りまで参加し、村内のねぷた約15台が出陣 田舎館村中央公民館☎58-2250

8～10日 2015りんご灯まつり 「ノレサ！ソレサ！」の掛け声で町内を練り歩く『りんご山笠』は９日夕方に運行します 板柳町経済課地域振興係☎73-2111

14日 2015りんごの里いたやなぎ花
火大会 3,000発の花火が夏の夜空を彩ります 板柳町商工会☎73-3254

14・15日 碇ヶ関御関所祭り 津軽の表玄関の「関所」を舞台に、多彩な催し物を開催。関所太鼓、江戸神輿は必見です 平川市商工会碇ヶ関支所☎45-2044

15・16日 黒石よされ流し踊り 両日とも約2,000人の踊り子が流し踊りを披露します。飛び入り参加もできます 黒石よされ実行委員会事務局☎52-4316

16日 大川原の火流し 精霊流しが起源とされ歴史は約600年。現在は豊凶を占う行事として毎年開催されます 黒石市商工観光課☎52-2111
黒石観光協会☎52-3488

17日 ふるさと元気まつり2015 ねぷた、よされ、よさこいなどの催しを開催。フィナーレには花火を打ち上げます 黒石青年会議所☎52-3369

20日 第46回津軽花火大会 夏の夜空に約4,000発の花火が打ち上げられ、夏まつりのフィナーレを飾ります。 藤崎町商工会☎75-2370

　

６
月
27
日(

土)

・
28
日(

日)

、
名
坪

平
運
動
公
園
に
隣
接
す
る
岩
木
川
に
約

５
０
０
ｍ
の
特
設
コ
ー
ス
を
整
備
し
、

ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
ス
ラ
ロ
ー
ム

の
２
種
目
の
全
国
大
会(

ジ
ャ
パ
ン
カ

ッ
プ)

と
ロ
ー
カ
ル
大
会
で
あ
る
白
神

カ
ッ
プ
カ
ヌ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
で
は
全
国
各
地
か
ら

集
ま
っ
た
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
た
ち

が
競
い
合
い
、
白
神
カ
ッ
プ
で
は
カ
ヌ

ー
愛
好
者
が
自
慢
の
艇
に
乗
り
、
大
会

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

▽
期
日　

６
月
27
日(

土)

、
28
日(

日)

▽
場
所　

　

西
目
屋
村
岩
木
川
カ
ヌ
ー
会
場

　

(

西
目
屋
村
大
字
田
代
字
名
坪
平)

▽
お
問
合
せ

　

西
目
屋
村
カ
ヌ
ー
大
会
実
行
委
員
会

　

☎
85
―
２
８
５
８

　

今
年
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
、
新
旧
ハ

リ
ウ
ッ
ド
映
画
が
テ
ー
マ
で
す
。
第

１
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
「
風
と
共
に
去

り
ぬ
」
。
レ
ッ
ト
・
バ
ト
ラ
ー
が
ス
カ

ー
レ
ッ
ト
・
オ
ハ
ラ
を
抱
き
抱
え
て
い

る
シ
ー
ン
が
モ
チ
ー
フ
で
す
。
第
２
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
は
「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ

／
フ
ォ
ー
ス
の
覚
醒
」
。
年
末
全
国
ロ

ー
ド
シ
ョ
ー
の
最
新
作
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
実
現
し
ま
し
た
。
今
年
の

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
も
必
見
で
す
。
皆
さ
ん
、

是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
観
覧
会
場

　

第
１
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

　

田
舎
館
村
展
望
台

　

(

田
舎
館
村
役
場
６
階)

第
２
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
＝
弥
生
の
里
展

望
所
（
道
の
駅
い
な
か
だ
て
「
弥
生

の
里
」
敷
地
内
）

▽
観
覧
日
時
…
10
月
12
日(

月
・
祝)

ま
で
無
休(

10
月
４
日(

日)

は
田
舎
館

村
展
望
台
の
み
休
業)

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
入

館
は
午
後
４
時
30
分
）

※
７
月
１
日
（
水
）
〜
８
月
31
日

（
月
）
ま
で
時
間
延
長

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
（
最

終
入
館
は
午
後
５
時
30
分
）

▽
入
館
料
…
各
会
場
と
も
大
人
（
中

学
生
以
上
）
２
０
０
円
、
小
人
（
小

学
生
）
１
０
０
円

◎
未
就
学
児
お
よ
び
障
が
い
者(

障
害

者
手
帳
等
を
提
示
し
た
と
き
の
み)

は

無
料
、
団
体
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん

▽
お
問
合
せ

　

田
舎
館
村
企
画
観
光
課
商
工
観
光
係

　

☎
58
―
２
１
１
１

　

(

内
線
２
４
２
、
２
４
３)

第１田んぼアート※完成イメージ図

白熱したレースが見物です

西
目
屋
村
カ
ヌ
ー
ジ
ャ
パ
ン

西
目
屋
村
カ
ヌ
ー
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
・
白
神
カ
ッ
プ
大
会

カ
ッ
プ
・
白
神
カ
ッ
プ
大
会

西
目
屋
村

新
旧
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
と
の

新
旧
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
と
の

コ
ラ
ボ
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」

コ
ラ
ボ
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」

田
舎
館
村

“津軽”の
話題満載

市
町
村
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー



12 2015．6　広報ふじさき13 広報ふじさき 2015．6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　保険証に変更があったときは1 4日以内に届出を !

国民年金保険料免除等の申請について

　保険料を納め忘れの状態で、万一、障害や死亡など

の不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族基

礎年金が受けられなくなる場合があります。

　経済的な理由等で国民年金保険料を納付すること

が困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予となる

「保険料免除制度」や「若年者(30歳未満)納付猶予制

度」がありますので、住民登録をしている市区役所ま

たは町村役場の国民年金担当窓口で手続きをしてく

ださい。(申請書は窓口に備え付けてあります。)

　平成27年度の免除等の受付については、平成27

年７月１日から開始され、平成27年７月分から平成

28年６月分までの期間を対象として審査を行います。

　また、昨年の４月から法律が改正され、２年１か月前

の月分まで遡及して免除申請をすることができます。

　失業等により保険料を納付することが経済的に困

難となったものの、申請を忘れていたために未納期

間を有している方等は、一度、市区役所・町村役場の

国民年金窓口または年金事務所へご相談ください。

■お問合せ　

　住民課国保年金係(内線2134)

　弘前年金事務所国民年金課　 27ー1337

国保の届け出について

受　付

こんにちは

 国保係 です

※上記以外のものが必要になる場合もあります。

◆国保に加入するとき

こんなとき 持参するもの
他の市区町村から転入し
てきたとき

転出証明書、印鑑

他の健康保険などを脱退
したとき

健保の離脱証明書、
印鑑

生活保護を受けなくなっ
たとき

保護廃止決定通知
書、印鑑

子どもが生まれたとき
母子健康手帳、保険
証、印鑑

外国籍の人が加入するとき 在留カード

◆国保を脱退するとき

こんなとき 持参するもの

他の市区町村に転出するとき 保険証、印鑑

他の健康保険などに加入
したとき

国保と健保の保険
証、印鑑

生活保護を受けることに
なったとき

保護開始決定通知
書、保険証、印鑑

死亡したとき
死亡を証明するも
の、保険証、印鑑

外国籍の人が脱退するとき 在留カード、印鑑

◆その他

こんなとき 持参するもの

住所、世帯主、氏名など
が変わったとき

保険証、印鑑

保険証をなくしたり、汚
れて使えなくなったとき

身分を証明するも
の、保険証、印鑑

修学のため、子どもが他
の市区町村に住むとき

在学証明書または学
生証、保険証、印鑑

届け出は14日以内にしましょう！

　

②
新
た
に
危
険
物
取
扱
い
作
業
に

従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら

１
年
以
内

◆
申
込
期
間　

　

６
月
12
日(

金)

〜
６
月
25
日(

木)

◆
申
込
方
法

　

消
防
本
部
予
防
課
で
配
布
し
て

い
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
申
込
期
間
内
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
受
講
料　

　

４
７
０
０
円(

青
森
県
収
入
証
紙)

■
申
込
・
お
問
合
せ

　

消
防
本
部
予
防
課　

　

☎
32
ー
５
１
０
４

東
消
防
署
防
災
教
育
室
へ
行
っ
て
み

よ
う

　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
「
１
１
９
番
通

報
」
「
初
期
消
火
」
「
応
急
手
当
」

「
自
分
の
身
を
守
る
方
法
」
な
ど
を

実
際
に
体
験
し
な
が
ら
学
習
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
わ

か
り
や
す
く
楽
し
み
な
が
ら
防
災
知

識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
開
館
時
間　

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
休
館
日　

　

毎
週
月
曜
日
、

　

年
末
年
始(

12
月
29
日
〜
１
月
３
日)

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
し

　

ま
す
。

◆
場　

所

　

東
消
防
署　

３
階
防
災
教
育
室

◆
内　

容

　

地
震
体
験
、
煙
体
験
、
消
火
体
験
、

１
１
９
番
通
報
体
験
、
応
急
手
当

体
験
、
消
防
士
体
験
、
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
学
習
、
蒸
気
ポ
ン
プ
・
消

防
の
資
機
材
の
展
示
な
ど

◆
利
用
料　

無
料

◆
申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

利
用
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル(sho

uhigashi@
city.

h
iro
sa
k
i.lg
.jp
)

で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(h
ttp
://w
w
w
.c
ity.h

iro
sa
ki.

a
o
m
o
ri.jp

/sh
o
b
o
jim
u
/)

か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
お
問
合
せ

　

東
消
防
署　

　

☎
27
ー
１
１
５
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
27
ー
８
７
７
３

危
険
物
安
全
週
間

　
　
　
　
　
　

(

６
月
７
日
〜
13
日)

平
成
27
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

「
無
事
故
へ
と 

気
持
ち
集
中 

は
っ
け
よ
い
」

　

近
年
は
全
国
的
に
、
石
油
類
な
ど

危
険
物
を
取
扱
う
際
の
事
故
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
事
故
の
原
因

は
、
誤
っ
た
取
扱
い
や
う
っ
か
り
ミ

ス
な
ど
人
的
要
因
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
危
険
物
を
取
扱
う
と
き
は
、
安

全
を
再
確
認
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
消
防
本
部
で
は
、
危
険
物

安
全
週
間
期
間
中
、
危
険
物
関
係
事

業
所
の
消
防
訓
練
や
立
入
り
検
査
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

■
お
問
合
せ

○
消
防
本
部
予
防
課

　

 

32
ー
５
１
０
４

消
防
だ
よ
り

東
消
防
署
北
分
署　

 

75
ー
３
３
３
３

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

　

危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受

け
、
危
険
物
の
製
造
所
や
貯
蔵
所
お

よ
び
取
扱
所
で
危
険
物
の
取
扱
い
作

業
に
従
事
し
て
い
る
人
は
、
定
め
ら

れ
た
期
限
内
に
保
安
講
習
を
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
日　

７
月
９
日(

木)

◆
会　

場　

　

岩
木
文
化
セ
ン
タ
ー
「
あ
そ
べ
ー
る
」

◆
講
習
種
別

　

①
給
油
取
扱
所
関
係

　

給
油
取
扱
所
で
危
険
物
の
取
扱

い
作
業
に
従
事
し
て
い
る
人

　

②
一
般
取
扱
所
関
係　

　

①
以
外
の
危
険
物
施
設
で
危
険

物
の
取
扱
い
作
業
に
従
事
し
て
い

る
人

◆
受
講
期
限

　

①
免
状
交
付
日
ま
た
は
前
回
講

習
日
以
後
の
最
初
の
４
月
１
日

か
ら
３
年
以
内

平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

｢

無
防
備
な 

心
に
火
災
が 

か
く
れ
ん
ぼ｣

■お問合せ　福祉課健康係(内線2121～2124）

 
　満１歳のお誕生日を迎えたらＭＲ(麻し

ん・風しん)の予防接種を受けましょう。

　また、すこやか健診等の日程一覧表は、

町ホームページに掲載しています。

７月

７月９日(木)【１歳６か月児健診】

　●対　象　Ｈ25年11月～12月生

　●受　付　13:00～13:15

　●場　所　町文化センター

　●内　容　身体計測、内科、歯科、

　　　　　　栄養指導、歯科指導、保健指導

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、問診票

　　　　　　バスタオル等

７月30日(木)【３歳児健診】

　●対　象　Ｈ23年11月～12月生

　●受　付　12:30～12:45

　●場　所　町文化センター

　●内　容　身体計測、内科、歯科、耳鼻科、

　　　　　　視力、聴覚、尿検査、精神発達、

　　　　　　栄養指導、保健指導

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、問診票

　　　　　　バスタオル等

７月23日(木)【10か月児健康相談】

　●対　象　Ｈ26年８月～９月生

　●受　付　9:30～9:45

　●場　所　町文化センター

　●内　容　身体計測、離乳食のお話・試食、

　　　　　　生活リズムや発達のお話

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、問診票

　　　　　　バスタオル等

※参加ご希望の方は７日前までにご連絡ください。

７月23日(木)【母子健康相談】

　●対　象　妊婦・生後３か月以上の乳幼児

　●受　付　10:00～11:00

　●場　所　町文化センター

　●内　容　妊娠中のアドバイス、

　　　　　　乳幼児の身体計測、育児相談

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず

　　　　　　バスタオル等

７月１日(水)・15日(水)【こころの健康相談】

　●時　間　9:00～12:00

　●場　所　(１日）常盤老人福祉センター

　　　　　　(15日）藤崎老人福祉センター

７月10日(金)・17日(金)【傾聴サロン】

　●時　間　13:00～15:00

　●場　所　(10日）町文化センター

　　　　　　(17日）常盤老人福祉センター

コ
ー
ル
・
リ
コ
ー
ル
事
業

(

が
ん
健
診
受
診
勧
奨

事
業)

の
お
知
ら
せ

健
康
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

藤
崎
町
で
は
、
青
森
県
、(

公
財)

青
森
県
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
と
協
力

し
、
平
成
27
年
度
が
ん
検
診
を
申
し

込
ん
で
い
な
い
40
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
方
を
対
象
に
、
６
月
上
旬
か
ら
７

月
上
旬
ま
で
の
間
、
検
診
を
電
話
で

お
勧
め
す
る
「
コ
ー
ル
・
リ
コ
ー
ル

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

◆
電
話
勧
奨
の
実
施
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
7
時
30
分

　

※
日
中
ご
不
在
の
方
に
は
、
夜
間

も
含
め
、
数
回
お
電
話
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

　

福
祉
課
健
康
係(

内
線
２
１
１
２)
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藤崎町図書館
　　　　大夢
　75－2288としょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだより

◎最新着図書
☆一般図書
○「地球農学の構想」～ミネラル畑にいのちはあふれ～  川田 薫/著
○「1日2さじにんたまジャム健康レシピ186」　村上 祥子/著
○「10分食堂」ｲｵﾝ「TOPVALU」の楽うまレシピ　宝島社/出版
○「特攻隊長のアルバム」　　　　　　　　　　白石 良/著
○「蒼天見ゆ」　　　　　　　　　　　　　　  葉室 麟/著
○「八万遠」　　　　　　　　　　　　　　  田牧 大和/著
○「かわいい結婚」　　　　　　　　　　　山内 マリコ/著
○「ダイバダッタ」　　　　　　　　　　　　　 唐 十郎/著
○「リバース」　　　　　　　　　　　　　　湊 かなえ/著
○「夏の沈黙」　　　　　　　　　　　  　ルネ・ナイト/著
○「家族計画」　　　　　　　　　　　　　　 芦崎 笙/著
☆児童図書 　
○「ヤマネのナノのぼうけん」　　　　　　　　 上岡 裕/文
○「おでかけすいぞくかん」　　　　　　　 阿部 浩志/ぶん
○「モジャリナちゃんとみずたまり」　　  あいだ さちこ/作
○「わたしのかさはそらのいろ」　　　  あまん きみこ/さく
○「世界でいちばんすばらしいもの 」 ヴィヴィアン・フレンチ/文
○「お父さんとお話のなかへ」　　　　　　　　原 正和/著
☆郷　土　　　　　　　　　　
○「北の神話」　　　　　　　　　　　　　  青柳 隼人/著
○「青い種子は太陽のなかにある」　　　　　寺山 修司/著
○「おはなしのは」　　　　　　　　　　 森本 千絵/文・絵

ほか
※都合により、一部納期が遅れることがあります。

◎親子で読書、心の健康づくりに絵本が一役
　絵本楽しんでくれてありがとうプレゼント
　第1号　　木田元篤（まさひろ）くん
　町ブックスタート推進活動団体「ブックスタート友の会」
では、町乳児健診時に「おひざでだっこ」乳児絵本の提供活
動をしています。
　また、平成26年度からは記録カードをきっかけに、図書館
を利用し読んであげた本を記録、カード4枚目となった木田
さんへご褒美の絵本が手渡されました。カードには、まさひ
ろくんが喜んでくれた本のタイトルにマル印をつけるなどし
て、親子の絵本を楽しむ様子が記されていました。同団体で
は、記録カードが２枚目となった方へ絵本をプレゼントして
います。（数に限りあり）

◎藤崎町図書館 大
たい む

夢 休館日
☆６月の休館日　
　１日(月)・８日(月)・15日(月)・21日(日)
　29日(月)・30日(火)
※６月30日(火)は図書整理のため休館させていただきます。
※休館日に図書返却する場合は、正面玄関脇の返却ポ
ストをご利用ください。

◎おはなし会開催のおしらせ
☆定例おはなし会　　　　　　　　　　　　　　

・・い　　つ　６月13日(土)　午前10時～午前10時45分
・・ど こ で　常盤生涯学習文化会館　児童室
・・おはなし　ときわっ子本の会
　　テーマ：「雨の日はこんなおはなしを・・・」
　　　　　　雨にちなんだおはなしをします。
　　　　　　本を見ないで、ことばだけで物語を
　　　　　　お話しします。
・・対　　象　 小学生 その他おはなしの好きな方
※始まりの時間に間に合わないと中に入れませんので、
　開始時間前までにおいでください。

☆定期おはなし会「おはなしのとびら」
・・い　　つ　６月20日(土)　午前10時～午前11時
・・ど こ で　藤崎町図書館　児童室
・・おはなし　わっこの会
　　テーマ：『おはなしのくにから メッセージ』
　　　　　　・「ながいかみのラプンツェル」
　　　　　　・「木はいいなぁ」
　　　　　　・「うりこひめとあまのじゃく」ほか

◎６月は環境月間
　環境について学ぼう！私たちに何ができるかな？

　６月の環境月間中、図書館内一般コーナー、児童
コーナーともに環境関連図書を展示します。
６月２０日（土）開催の『おはなしのとびら』内では
環境関連絵本の読み聞かせも実施します。
この機会に読書に没頭し、エコな生活を過ごしてみる
のはいかがでしょうか？

◎夏期(６月～8月)窓口時間延長のお知らせ(試行)
　毎週水曜日 図書館開館時間を１時間延長します。

毎週水曜日の開館時間：午前９時～午後６時
6月 ３日・10日・17日・24日
7月 １日・ ８日・15日・22日・2９日
8月 ５日・12日・19日・26日

紫
柳
社

四
月
例
句
会 

入
選
作
品
抄

　

題 ｢

甘
え
」｢

蟻
」｢

言
い
訳
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
川　

川

立
候
補
写
真
が
み
ん
な
甘
い
顔

幸
せ
の
蟻
を
踏
み
つ
け
お
そ
く
な
る

手
の
込
ん
だ
甘
い
料
理
の
妻
ご
機
嫌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
さ
ち
子

親
ゆ
ず
り
し
み
じ
み
語
る
意
地
っ
張
り

つ
ら
い
日
々
そ
れ
で
も
何
か
言
葉
か
け

こ
の
辺
で
雨
だ
雪
だ
な
散
歩
や
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

羊
川

春
姿
つ
ぼ
み
も
す
く
む
寒
も
ど
り

日
曜
日
ゆ
っ
く
り
朝
寝
の
妻
の
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井　

朗
風

子
に
甘
い
父
で
躾
に
困
り
切
り

タ
イ
ム
カ
ー
ド
押
し
て
一
匹
の
蟻
と
な
る

言
い
訳
は
許
し
て
く
れ
ぬ
除
夜
の
鐘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井　

藤
人

Ｕ
タ
ー
ン
故
郷
の
水
も
甘
く
な
い

惰
眠
す
る
わ
れ
を
山
蟻
噛
み
に
く
る

政
治
家
の
言
訳
な
ん
か
聞
き
あ
き
た

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷　

み
つ

何
事
も
我
が
一
番
と
思
い
込
む

一
族
を
養
う
蟻
の
底
力

上
天
気
ド
ラ
イ
ブ
し
た
い
甘
い
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
呂　

文
坊

酩
酊
の
岐
路
は
女
房
の
車
呼
び

蟻
の
汗
き
っ
と
花
咲
く
春
が
来
る

一
徹
の
背
中
は
言
い
訳
な
ど
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
田　

波
麻

甘
え
方
知
っ
て
る
女
の
処
世
術

そ
ろ
そ
ろ
と
蟻
巣
穴
か
ら
覗
く
春

言
い
訳
は
し
な
い
本
音
ズ
バ
リ
言
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
行
々
子

蟻
の
穴
こ
こ
か
ら
始
ま
る
不
義
不
信

選
挙
区
に
言
い
訳
行
脚
無
反
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

川
魚

甘
や
か
し
親
馬
鹿
悔
い
る
子
に
育
ち

仲
間
か
ら
外
れ
て
急
ぐ
蟻
の
足

言
い
訳
じ
ゃ
な
い
が
な
い
が
と
言
い
訳
し

互
選
句
「
家
出
」

　

出
席
者
全
員
選 

最
高
得
点
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷　

み
つ

家
出
し
て
わ
か
る
世
間
の
義
理
人
情

①
「
井
上
信
平
〜

　
　
　
　

赤
い
岩
木
山
の
絵
展
〜
」

「
赤
い
岩
木
山
の
絵
展
」
が
二
年

ぶ
り
に
当
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
お

客
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
「
岩
木
山
」
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
前
回
は
、
記

録
的
な
数
の
入
館
者
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
も
「
私
の
岩
木
山
」
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◆
日
時　

　

６
月
17
日(

水)

〜
６
月
21
日(

日)

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

◆
休
館
日　

会
期
中
な
し

②
「
第
10
回
あ
す
か
美
術
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員
展
」

　

常
盤
美
術
ク
ラ
ブ
と
し
て
発
足
し
、

町
の
合
併
を
機
に
「
あ
す
か
美
術
ク

ラ
ブ
」
に
改
称
し
て
今
年
で
10
年
の

記
念
展
と
な
り
ま
す
。
発
足
当
時
の

会
員
の
作
品
や
現
在
の
会
員
の
数
々

の
受
賞
作
品
等
も
合
わ
せ
て
展
示
す

る
予
定
で
す
。

　

昨
年
の
お
客
さ
ま
は
「
ひ
と
つ
の

町
に
、
た
く
さ
ん
の
実
力
あ
る
美
術

家
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
他
の
町
で
は
な
い
こ
と
で

す
。
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

今
年
も
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
企
画
展
に
し
ま
す
の
で

一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
来
館
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時　

　

６
月
26
日(

金)

〜
７
月
５
日(
日)

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

(

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で)

◆
休
館
日　

６
月
29
日(

月)

①
②
と
も

◆
会　

場

　

常
盤
ふ
る
さ
と
資
料
館
あ
す
か

◆
入
館
料　

無
料

◆
お
問
合
せ

　

常
盤
ふ
る
さ
と
資
料
館
あ
す
か

　

☎
65
ー
４
５
６
７

藤崎いきいき生活大学のお知らせ
　昨年まで広報折込チラシでお知らせしていました藤崎いきいき生活大学講座は、今年度より広

報「ふれあいライフ」において、ご案内することとなりました。今年度も多数のご参加をお待ち

しています。

◎６月開催講座　「終活　～憂いを無くし楽しく生きる～」
　終活とは「人生の終わりをより良いものとするため、より自分らしく生きていくために事前に

準備を行うこと」です。

　人生を最後まで輝いて楽しく生きるために、何を決めておけばいいのかを講師の体験談をヒン

トに考えてみませんか。

◆日　時　６月24日(水)　午前10時～正午
◆場　所　町文化センター　３階　多目的ホール

◆講　師　花田　輝明さん(青森県民カレッジ中南学友会会員)

◆受講料　無料

◆募集人数　50名
◆申込締切　６月18日(木)

◆申込・お問合せ　常盤生涯学習文化会館　☎65ー3100　　町文化センター　☎75ー3311
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※
こ
の
欄
に
載
せ
た
く
な
い
方
は
、

　

届
出
の
時
に
、
窓
口
に
申
し
出
て

　

く
だ
さ
い
。

窓籍戸 の ４月届出分

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

(　

）
内
保
護
者

下　

町　

平
野　

花か

な菜
（
誠
観)

下　

町　

石
岡　

 

凪な
ぎ  

（ 

智  )

西
豊
田
三　

葛　
　

茉ま

こ子
（ 

智  )

東　

町　

加
福　

菜な

お桜
（
俊
介)

西
豊
田
一　

藤
本
る
る
か
（ 

賢  )

福　

島　

古
川　

花か

え依
（
健
也)

若　

柳　

工
藤
晃こ
う
た
ろ
う

太
郎
（
晃
臣)

小
学
校
通
り　

成
田　

有り

な那
（
諒
治)

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

矢　

沢　

山
田
は
つ
え
（ 

52 )

新　

町　

白
戸
助
五
郎
（ 

84 )

福　

島　

古
川　

彦
衛
（ 

89 )

藤　

越　

寺
澤　

洲
太
（ 

72 )

　

榊　
　

髙
木　

勝
幸
（ 

58 )

下
俵
舛　

小
野　

慶
造
（ 

81 )

藤　

越　

三
浦　

 

均  

（ 

56 )

西
豊
田
二　

五
十
嵐
た
き
（ 

87 )

水　

木　

鈴
木　

妙
子
（ 

67 )

常　

盤　

山
内　
　

男
（ 

70 )

６月の町税等の納期

納期限は６月３０日(火)です

●町県民税　　　　　　　　第１期

県内の交通事故概況

(４月30日現在)

４月中 前年比 年間累計 前年比

件数 265件 －12 1,206件 －165

死者 ２人 －４ 13人 ＋ ２

傷者 317人 －30 1,513人 －176

町の人口と世帯数

４月30日現在 前月比

人口　男 7,254人 －７

　　　女 8,307人 ＋４

合計 15,561人 －３

世帯 5,880世帯 ＋16

　最近徐々に暑くなっていますが皆さんはいかがお過ごしでしょうか。

暑いのは苦手ですが、夏になる前のこの時期は暑すぎず、さわやかな気

候を楽しむことができるので好きです。近年は暑さも寒さも極端で過ご

しにくいので、地球にはほどほどで勘弁願いたいと思う次第です　 (Ｓ)

ああ とと がが きき

　アスパラガスのおいしい季節となりました。
　青森県での主な産地は、藤崎町、鰺ヶ沢町、つがる市で、津軽地方が主流です。　青森県での主な産地は、藤崎町、鰺ヶ沢町、つがる市で、津軽地方が主流です。
　アスパラガスはβーカロテンをはじめ、ビタミンＣ、ビタミンＥなどのビタミン類を多く含む緑黄色野菜です。また、野　アスパラガスはβーカロテンをはじめ、ビタミンＣ、ビタミンＥなどのビタミン類を多く含む緑黄色野菜です。また、野
菜の中ではタンパク質が多いのが特徴です。菜の中ではタンパク質が多いのが特徴です。
　選び方は穂先がふっくらとして、淡い緑色のもの、はかまの形はほぼ正三角形で均一に並んだもの、縦の筋が目立たない　選び方は穂先がふっくらとして、淡い緑色のもの、はかまの形はほぼ正三角形で均一に並んだもの、縦の筋が目立たない
ものを選びましょう。保存をするときは、濡らした新聞紙に包んでからポリ袋に入れ、冷蔵庫に立てて保存してください。ものを選びましょう。保存をするときは、濡らした新聞紙に包んでからポリ袋に入れ、冷蔵庫に立てて保存してください。

■作り方■作り方

① アスパラガスは根元を切り除き、２等分に切る。① アスパラガスは根元を切り除き、２等分に切る。

② ベーコンも２等分に切る。② ベーコンも２等分に切る。

③ 春巻きの皮は４等分の正方形に切る。③ 春巻きの皮は４等分の正方形に切る。

④ 春巻きの皮をおき、手前にベーコン、アスパラガスの順において④ 春巻きの皮をおき、手前にベーコン、アスパラガスの順において

　 くるくる巻き、皮の端に水をつけてくっつける。　 くるくる巻き、皮の端に水をつけてくっつける。

⑤ 同様にして残りの 11 本も巻く。⑤ 同様にして残りの 11 本も巻く。
⑥ フライパンに半分量の油をしき、中火にして６本入れ、ころがし ⑥ フライパンに半分量の油をしき、中火にして６本入れ、ころがし 

　 ながら全面をこんがりと焼く。　 ながら全面をこんがりと焼く。

⑦ 残りの６本も同様に焼く。⑦ 残りの６本も同様に焼く。

※ベーコンの代わりにハムやチーズと巻いてもおいしいですよ。※ベーコンの代わりにハムやチーズと巻いてもおいしいですよ。

なりましたなりました

ふじさキッチンふじさキッチン ■お問合せ■お問合せ　福祉課健康係　福祉課健康係
　　　　　　(内線2122)　　　　　　(内線2122)

１日３食
、野菜を

食べよう
！

１日３食
、野菜を

食べよう
！

旬を味わう旬を味わう「グリーンアスパラガスの春巻き」「グリーンアスパラガスの春巻き」
■材料 ( ２人分 )■材料 ( ２人分 )

・グリーンアスパラガス　６本・グリーンアスパラガス　６本

・スライスベーコン　　　６枚・スライスベーコン　　　６枚

・春巻きの皮　　　　　　３枚・春巻きの皮　　　　　　３枚

・サラダ油　　　　　　　大さじ１(12g)・サラダ油　　　　　　　大さじ１(12g) ◆
勤
務
時
間

　

(

次
の
時
間
帯
で
の
シ
フ
ト
制)

○
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

小
学
校
の
下
校
時
間
〜
午
後
７
時

○
学
校
休
業
日

　

(

土
曜
日
や
長
期
休
業
日
等)

　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
７
時

◆
勤
務
場
所

　

町
内
３
小
学
校
学
童
ク
ラ
ブ

◆
賃　

金　

時
給
７
２
０
円

※
交
通
費
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
採
用
予
定
日　

７
月
１
日(

水)

◆
受
付
期
間

　

６
月
１
日(

月)

〜
６
月
22
日(

月)
　

午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時

◆
申
込
方
法　

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
写
真
を
添
付
の
う
え
、
住
民
課

子
育
て
支
援
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
土
、
日
、
祝
日
の
受
付
は
で
き
ま
せ

ん
。
郵
送
の
場
合
は
６
月
22
日(

月)

ま
で
の
消
印
有
効
で
す
。

◆
面
接
予
定
日　

　

６
月
下
旬　

町
役
場
内

　

(

後
日
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。)

※
採
否
は
面
接
お
よ
び
履
歴
書
の
審
査

で
決
定
し
、
直
接
本
人
に
通
知
し

ま
す
。

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　

住
民
課
子
育
て
支
援
係

　

(

内
線
２
１
３
５
、
２
１
３
６)

　

青
森
地
方
法
務
局
弘
前
支
局
、
弘

前
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
６
月

１
日
の
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
ち

な
ん
で
、「
人
権
な
ん
で
も
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
近
隣
・
職

◆
表
彰
式
・
懇
親
会

　

町
文
化
セ
ン
タ
ー

　

(

プ
レ
ー
終
了
後
、
午
後
６
時
予
定)

◆
申
込
締
切　

６
月
17
日(

水)

◆
今
後
の
予
定　

「
協
会
親
睦
コ
ン
ペ
」

　

・
９
月
５
日(

土)

　
　

青
森
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

・
10
月
14
日(

水)

　
　

津
軽
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

※
新
規
会
員
を
募
集
中
で
す
。
い
つ

　

で
も
入
会
で
き
ま
す
。

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
藤
崎　

　

☎
75
ー
３
３
２
３

　

夜
の
ひ
と
と
き
、
さ
わ
や
か
な
歌
声

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
会
員
一
同
、
皆

さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日　

時

　

６
月
27
日(

土)　

午
後
６
時
30
分

◆
会　

場

　

常
盤
ふ
る
さ
と
資
料
館
あ
す
か

◆
主
な
曲
目　

　

空
よ
、
真
夜
中
の
ギ
タ
ー
、

　

白
い
色
は
恋
人
の
色
、

　

ふ
る
さ
と
は
今
も
か
わ
ら
ず
、

　

北
上
夜
曲
、
花
の
メ
ル
ヘ
ン　

他

◆
入
場
料　

無
料

【
お
問
合
せ
】

　

町
文
化
セ
ン
タ
ー　

　

☎
75
ー
３
３
１
１

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆
リ
ト
ミ
ッ
ク
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

場
の
問
題
、
子
ど
も
に
関
す
る
悩
み
や
、

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な

い
悩
み
な
ど
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
を
ご
利
用
の
際
に
は
、
事
前

に
予
約
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日　

時

　

６
月
６
日(

土)

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
会　

場

　

青
森
地
方
法
務
局
弘
前
支
局

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　

青
森
地
方
法
務
局
弘
前
支
局
総
務
課

　

☎
26
ー
１
１
５
０

　

ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
親
睦
を
深
め
る
コ

ン
ペ
で
す
。
豪
華
な
賞
品
も
ご
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
仲
間
を
誘
い

合
っ
て
ど
し
ど
し
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時

　

７
月
５
日(

日)　

午
前
９
時
45
分

◆
会　

場

　

び
わ
の
平
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

◆
競
技
方
法　

　

Ｗ
ペ
リ
ア
他
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
適
用

◆
参
加
資
格　

　

町
民
ま
た
は
町
内
に
勤
務
す
る
方

◆
費　

用

○
プ
レ
ー
代(

ビ
ジ
タ
ー)

　

１
万
３
０
０
円

　

(

セ
ル
フ
・
乗
用
カ
ー
ト
・
昼
食
付)

※
キ
ャ
デ
ィ
希
望
の
方
は
、
申
込
み

　

時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
参
加
費
※
賞
品
代
、
懇
親
会
費
含
む

　

・
協
会
員　

４
０
０
０
円

　

・
一　

般　

５
０
０
０
円

　

藤
崎
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い

て
、
藤
崎
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

(

10
月
８
日
任
期
満
了)

と
藤
崎
町
長

選
挙(

11
月
19
日
任
期
満
了)

を
、
次

の
と
お
り
同
時
に
行
う
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
藤
崎
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
お
よ

　

び
藤
崎
町
長
選
挙

　

○
告
示
日　

９
月
29
日(

火)

　

○
投
開
票
日　

10
月
４
日(

日)

【
お
問
合
せ
】

　

選
挙
管
理
委
員
会

　

(

内
線
２
２
６
０)

　

学
童
保
育
と
は
、
小
学
校
３
年
生

ま
で
の
児
童
を
放
課
後
や
土
曜
日
等
に

保
護
者
等
が
留
守
家
庭
の
児
童
を
預
か

り
、
保
育
を
行
う
も
の
で
す
。
指
導
員

に
は
、
児
童
の
保
育
お
よ
び
使
用
施
設

の
整
備
等
の
業
務
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
募
集
要
件
等

　

藤
崎
町
ま
た
は
近
隣
市
町
村
に
住

所
を
有
し
、
健
康
で
通
勤
可
能
な
子

育
て
に
熱
意
の
あ
る
20
歳
〜
65
歳
未

満
で
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た

し
て
い
る
方

①
保
育
士
、
社
会
福
祉
士
、
幼
稚
園

　

小
中
学
校
教
諭
等
の
い
ず
れ
か
の

　

資
格
を
有
す
る
も
の

②
高
等
学
校
卒
業
者
で
あ
り
、
２
年

　

以
上
放
課
後
健
全
育
成
事
業
に
類

　

似
す
る
事
業
ま
た
は
児
童
福
祉
事

　

業
に
従
事
し
た
も
の

◆
採
用
予
定
人
員　

１
名

は
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
日　

時

　

６
月
11
日(

木)　

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

◆
場　

所

　

町
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
者　

　

在
宅
の
未
就
学
児
と
保
護
者

◆
講　

師　

大
藤　

朋
美
先
生

◆
準
備
物

　

お
子
さ
ん
の
着
替
え
、

　

バ
ス
タ
オ
ル
2
枚
、
飲
み
物
、

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
中
に
持
っ
て
い
て
も

　

安
全
な
お
も
ち
ゃ

◆
申
込
締
切　

６
月
５
日(

金)

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　

町
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
75
ー
６
１
３
１

　

藤
崎
保
育
所　

☎
75
ー
３
３
０
５

◆
日　

時

　

６
月
13
日(

土)　

午
前
10
時
〜
正
午

◆
場　

所　

ふ
じ
保
育
園
遊
戯
室

◆
内　

容　

　

ミ
ミ
ち
ゃ
ん
ネ
ネ
く
ん
の

　

や
き
い
も
だ
い
す
き

　

(

人
形
劇
団
ボ
ッ
ケ
座)

◆
持
ち
物　

　

ご
は
ん(

人
形
劇
終
了
後
、
園
児

　

と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
ま
す)

◆
参
加
費　

無
料

◆
対　

象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

◆
申
込
締
切　

６
月
11
日(

木)

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　

ふ
じ
保
育
園　

☎
75
ー
５
２
３
８

人
形
劇
鑑
賞
会
の
お
知
ら
せ

学
童
保
育
指
導
員
募
集
の

お
知
ら
せ

第
11
回
藤
崎
町
民
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま
す

第
13
回
さ
わ
や
か
ラ
ブ
リ
ー

コ
ー
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

親
子
で
一
緒
に
！
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
＆
リ
ト
ミ
ッ
ク

藤
崎
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
お

よ
び
藤
崎
町
長
選
挙
に
つ
い
て

「
人
権
な
ん
で
も
相
談
所
」

 

開
設
の
お
知
ら
せ
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新たなる  「「ふじさきグルメふじさきグルメ」」  ここに集結 !！

スペシャルイベント

★りんご娘＆アルプスおとめLIVELIVE  !!
★ご当地キャラ大集合 !!

９:３０　オープニングセレモニー

1010::00　販売開始 00　販売開始 !!!!
会    場　食彩ときわ館 駐車場

　月　　　日(日日)開催!!６６ 2828

ゲスト出店

青函圏交流 北海道江差町

友好都市提携記念 岩手県田野畑村

藤崎町藤崎町プレミアム付商品券プレミアム付商品券発売！発売！
12,000円分12,000円分の商品券がの商品券が10,000円で購入できます！10,000円で購入できます！

☆販売期間　７月25日(土)　～　12月25日(金)
☆販売場所　通常販売：藤崎町商工会　
　　　　　　特別販売：ぽっぽら(北常盤駅併設)
　　　　　　(７月25日(土)～８月16日(日)のうち土日のみ)

■お問合せ　藤崎町商工会　75－2370

＜プレミアム付商品券購入割引券交付について＞
　町では、子どものいる世帯や住民税非課税世帯、重度の障がいをお持ちの方がいる世帯等を対象とした生活支援事業を実

施します。対象となる世帯へは、プレミアム付商品券購入のための割引券を７月中旬に発送しますので是非ご活用ください。

　(注意事項)　世帯に未申告者がいる場合、住民税非課税世帯であることが確認できないことから、対象世帯とな

　　　　　　  らない場合がありますのでご注意ください。

5748498Ｒ 5748499Ｒ


